
年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

1○

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ，我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち，言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

文学国語

配当
時数

（Ａ組：澤本知彦）

○

国語 文学国語

１
学
期

○

○ ○

○

・「ナイン」（井上ひ
さし）
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴの活用

【 知　識　及　び　技　能 】

国語 言語文化 2

（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

態
領域

評価規準 知

『新編 文学国語』（大修館書店）

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，
自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担
い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解を深める
ことができるようにする。

5

思

○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○

8

指導項目・内容単元の具体的な指導目標

・「少なくとも最後ま
で歩かなかった」（村
上春樹）
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴ機器の活用

Ａ単元　明日をひらく
【知識及び技能】
常用漢字の基本的な読み書きを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
筆者が大切だと考えていることを読み取り、理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
筆者の考えと比較しながら、自分の生き方について考えを深める。

・「そとみとなかみ」
（角田光代）
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴ機器の活用

・「星取り」
・「児の飴食ひたるこ
と」
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴ機器の活用

○ ○○

【知識及び技能】
常用漢字の基本的な読み書きを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的
確に捉えるている。
【主体的に学習に取り組む態度】
物語の読解を通して、他者との関わり方や自分自身の高校生活に
ついて考える機会としている。

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想
像したりする力を伸ばし，他者との関わりの
中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを
広げたり深めたりすることができるようにす
る。

定期考査

・「道程」（高村光太
郎）
・「永訣の朝」（宮沢
賢治）
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴ機器の活用

Ｂ単元　明日をひらく
【知識及び技能】
言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的
確に捉えること。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の読解を通して、筆者の考えを読み取るとともに、自分自身に
も目を向けより良い生き方について考えを深める。

D単元　詩を味わう
【知識及び技能】
文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて理
解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性について
考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
詩を読むことに興味を持ち、その形式や表現の特徴を意識しなが
ら、情景や心情を味わう。

Ｅ単元　小説を楽しむ（一）
【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増やし、文章の中で
使うことを通して、五感を磨き語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価する
ことを通して、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
文学作品の描写や会話、特徴のある表現に興味をもち、登場人物
の人間関係や心理を読み取る。

○

【知識及び技能】
言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、
描写の仕方などを的確に捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
筆者の考え方と比較しながら、自分の生き方について考えを深め
ようとしている。

○

○

○

○

6

1

6

4

○

【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増やし、文章の中
で使うことを通して、五感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
文学作品の描写や会話、特徴のある表現に興味をもち、登場人物
の人間関係や心理を読み取ろうとしている。

Ｃ単元　古典の世界１
【知識及び技能】
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質につ
いて理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的
確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
笑話を読み、オチにつながる展開を的確に捉える中で、そのおもし
ろさについて考える。

○

○ ○

○ ○

○

【知識及び技能】
文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて理
解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性につい
て考察している。
【学びに向かう力、人間性等】
詩を読むことに興味を持ち、その形式や表現の特徴を意識しなが
ら、情景や心情を味わっている。

○

【知識及び技能】
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質につ
いて理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的
確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
笑話を読み、オチにつながる展開を的確に捉える中で、そのおもし
ろさについて考え、自らの学習を調整しようとしている。

○

○

○
定期考査



4

【知識及び技能】
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質につ
いて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的
確に捉えようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味を持ち、自分と比較しながら作者の感性を捉えようとし
ている。

○

7

○ ○ 1

○

○ 8○ ○

13

○

6○

○○○

【知識及び技能】
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質につ
いて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
他の作品と比較するなどして、文体の特徴や効果について考察し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味をもち、小説の文体や登場人物の心情について理解
を深めている。

○○○

G単元　小説を楽しむ（一）
【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増やし、文章の中で
使うことを通して、五感を磨き語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価する
ことを通して、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
文学作品の描写や会話、特徴のある表現に興味をもち、登場人物
の人間関係や心理を読み取る。

・「晴れた空の下で」
（江國香織）
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴ機器の活用

Ｉ単元　社会に生きる
【知識及び技能】
人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊か
にする読書の意義と効用について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価する
ことを通して、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
作品の特徴ある表現に興味をもち、仕事や自然に対する描写を読
み取る。

・「神去なあなあ日
常」（三浦しをん）
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴ機器の活用

Ｈ単元　古典の世界２
【知識及び技能】
文学的な文章を読むことを通して、若国の言語文化の特質につい
て理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、
描写の仕方などを的確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味をもち、登場人物の心情を読み取る。

・「竹取物語　かぐや
姫の昇天」
・「伊勢物語　月やあ
らぬ」
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴ機器の活用

・「山月記」（中島
敦）
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴ機器の活用

Ｆ単元　名作を読む（一）
【知識及び技能】
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質につ
いて理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
他の作品と比較するなどして、文体の特徴や効果について考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味をもち、小説の文体や登場人物の心情について理解を
深める。

○○

【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増やし、文章の中
で使うことを通して、五感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
文学作品の描写や会話、特徴のある表現に興味をもち、登場人物
の人間関係や心理を読み取ろうとしている。

○ ○

【知識及び技能】
文学的な文章を読むことを通して、若国の言語文化の特質につい
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、
描写の仕方などを的確に捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味をもち、登場人物の心情を読み取ろうとしている。

○

○○

Ｋ単元　古典の世界
【知識及び技能】
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質につ
いて理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的
確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味を持ち、自分と比較しながら作者の感性を捉える。

○

Ｊ単元　社会に生きる
【知識及び技能】
人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊か
にする読書の意義と効用について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性について
考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味をもち、この話に込められた寓意を読み取り、考えを深
める。

・「鞄」（阿部公房）
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴ機器の活用 ○ ○

【知識及び技能】
人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊か
にする読書の意義と効用について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性につい
て考察している。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味をもち、この話に込められた寓意を読み取り、考えを深
めている。

○ ○ ○

○

定期考査

○ ○

【知識及び技能】
人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊か
にする読書の意義と効用について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
作品の特徴ある表現に興味をもち、仕事や自然に対する描写を読
み取ろうとしている。

○ ○

・「枕草子　はしたな
きもの」
・「徒然草　手のわろ
き人の」
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴ機器の活用

6

合計

78

２
学
期

３
学
期

○ ○ 1

定期考査
○ ○ 1

定期考査



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（３学年用)教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

地理歴史科 地理総合
地理歴史科 地理総合 3

地理や歴史の諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追及，解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自
覚，我が国の地理的特徴や歴史に対する愛情，他国の文化を尊重することの大切さについて自覚を深める。

（Ａ組：川田 真一）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

帝国書院　高校生の地理総合

地理歴史科

【 知　識　及　び　技　能 】地理的・歴史的な事象の意義や特色の関連や差異を考察し，社会の諸課題を理解することで，その解決に向けた社会的な見方・考え方を養う。

地理的・歴史的諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛かりとなる考え方や地理的・歴史的な基本原理を活用して，事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，それをもとに議論
し、表現する力を身に付ける。

14

地理総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地理に関する基礎的・基本的な知識を理解し、それ
らを活用して、世界の様々な文化や、地球的な課題
に対する取り組み、防災に関する情報を適切に読み
取り、調べまとめる技能を身に付けることができ
る。

基礎的・基本的な知識技能を活用し、地理的事象
の背景にある特色や各要素の相互の関係性を読み
とり、多面的多角的に考察・追及したり、それら
を表現したりする力を養うことができる。

地理的な知識や事象が自らの生活と深く結びつい
たものであること踏まえて。現代社会の諸課題を
主体的に追及し、解決しようとする態度を養う。
また、世界の中に生きる日本国民として自国や世
界の文化に対する尊重する姿勢を養う。

態
配当
時数

１
学
期

【知識・技能】
地球儀や様々な地図から諸情報を読
み取ることを通じて、地図や地図情
報の有用性を理解する。
【思考・判断・表現】
様々な地図の特徴や利用方法を理解
し、実生活で用いる方法などを考察
し、表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
多様な地図や地理情報システムの活
用方法などを主体的に追及できる。

・地球儀と地図の用い方。
・経度・緯度と時差の関係。
・地理情報システムの利用
・様々な地図の活用
・地図から見る国際関係
・拡大する貿易とグローバル化

【知識・技能】
地球儀や地図から諸情報を読み取る知識・技能
が定着している。また、地図や地図情報の有用
性を理解できている。
【思考・判断・表現】
様々な地図の特徴や利用方法などを理解し、実
生活で用いる場面などを想定し、活用場面を見
出している。
【主体的に学習に取り組む態度】
多様な地図や地理情報システムの活用方法など
を主体的追及できている。

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

【知識・技能】
人々の文化を育まれる背景には様々
な地形があり、それら地形の成因や
周辺環境に与える影響などを理解し
ている。また、それらを地形図から
読み取ることができる。
【思考・判断・表現】
地形に関する技術を活用し、地形が
もたらす人々の生活や文化に与えた
影響を考察し、地形図から読み取
り、表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本や世界各地にある各地形を学習
した知識をもとに探究し、主体的地
形について追及できている。

・生活と地形との関り
・河川が形成する地形と人々へ
　の影響
・海岸地形と人々との生活
・氷河地形と人々の生活
・乾燥地形と人々の生活

【知識・技能】
内・外的営力によって地形が形成され、それら
が人々に与えた影響を理解している。また、実
際の地形を地形図から読み取り土地利用と結び
付けて理解できている。
【思考・判断・表現】
地形とその場所で生活する人々の文化が密接に
関連していることを考察し、自ら仮説を立て
て、判断し表現できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
地形に関する知識や、地形図を読み取る技術を
生かして、実際の地形を探究し、理論と現実の
関連性を主体的に追及している。

○ ○

〇 〇 15

【知識・技能】
様々な地球的課題を理解し、持続可
能な世界に向けて取り組むべきこと
を理解している。
【思考・判断・表現　】
諸資料から地球的課題の特性につい
て理解し、人間の活動が地球的課題
に与えている影響について考察して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
地球的課題について、自らと関連を
深く意識し、その解決に向けて自身
が行うべきことを追及できている。

【知識・技能】
様々な地球的課題を理解できている。また、そ
れらの諸原因を理解できている。
【思考・判断・表現】
地球的諸課題の関する諸資料から情報を読み取
ることができ、地球的課題の特性を理解できて
いる。また、諸原因を考察し、表現することが
できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
地球的課題について、自らと関連を深く意識
し、その解決に向けて自身が行うべきことを追
及できている。

〇 〇 〇 16

２
学
期

【知識・技能】
各気候の特徴を雨温図などの諸資料
から読み取り、そこで生活する人々
の生活。農業や工業との関りを理解
する。また、世界と日本の気候や農
工業の違いを理解している。
【思考・判断・表現】
各地域の雨温図や写真などの諸資料
から当該地域の気候的特徴を読み取
ることができ、その影響により農業
や工業に与えた影響を考察し、表現
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
気候と文化・生活、農業・工業がそ
れぞれ関連していることに関心を抱
き、それらがどのような形で関連し
ているのか主体的に追及できてい
る。

・熱帯の気候
・乾燥帯の気候
・温帯の気候
・冷帯・亜寒帯の気候
・各気候と農業・工業の関連
・宗教・民族の多様性
・世界から見た日本について

【知識・技能】
雨温図や各気候地域の写真から当該地域の特徴
を理解することができる。また、日本国内の気
候の違いや、世界の各地と日本との差異を見つ
けることができる。
【思考・判断・表現】
諸資料と各地域の特性との関連性を考察するこ
とができている。また、日本と世界との違いを
理解し、その原因を考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
各地域の農業や工業、宗教や文化など多様な特
徴に関心を抱き、自らそれらと気候の関連性を
追求しようとしている。

〇

・人口問題
・食糧問題
・都市・居住問題
・感染症・衛生問題
・資源・エネルギー問題
・地球環境問題

３
学
期

【知識・技能】
日本国内の自然環境を学び、国内で
も地域ごとに特性が異なることを理
解する。
【思考・判断・表現】
日本各地の自然環境の違いを踏まえ
て、日本各地の生活や文化の差異を
考察し、表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本の自然環境について関心をも
ち、日本各地の生活や文化が関連し
ていることに対して追及できてい
る。

・日本の位置
・太平洋側の気候・文化
・日本海側の気候・文化
・瀬戸内海の気候・文化
・内陸高地の気候・文化
・北海道の気候・文化
・南西諸島の気候・文化

【知識・技能】
日本各地の気候を諸資料を活用しながら理解
し、それらが生活や文化に密接に関連している
ことを理解できる。
【思考・判断・表現】
日本各地の気候の特性を諸資料から読み取るこ
とができ、生活や文化への影響を考察し、表現
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本各地の生活や文化が自然環境に影響を受け
ていることに関心をもち、自ら追及できてい
る。

〇

78

〇 13

【知識・技能】
日本の自然環境に対する知識に基づ
き、地震や津波、火山活動や水災害
などを学び、災害への取り組みにつ
いて理解する。
【思考・判断・表現】
様々な災害に対して、取り組まなけ
れば家けないことを考察し、表現で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
災害を自分事ととらえて、取り組ま
なければいけないことを主体的に追
及できる。

・地震・津波のメカニズムと被害
・地震・津波に対する各対応
・火山のメカニズムと災害
・火山の恵みと災害に対する対応
・水災害について
・水災害の被害と対応について

【知識・技能】
日本の自然環境に対する知識に基づき、地震や
津波、火山活動や水災害などを学び、災害への
取り組みについて理解できている。
【思考・判断・表現】
災害対策について、災害の特性から考察し、表
現できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
災害を自分事ととらえて。取り組まなければい
けないことを主体的に追及できている。また自
らの居住する地域をハザードマップに基づき分
析し、災害時の対応を検討できている。

〇 〇 〇

9

合計

〇



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学 数学A
数学 数学A 2

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

（A組：　森　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

新高校の数学Ⅰ　数研出版

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数と式、図形と計量、二次関数およびデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力、図形の構成要素間の関係に着目し、図形の性質や計
量について論理的に考察し表現する力、関数関係に着目し、問題を解決したり、解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

14

数学A

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数学における基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに、数学的に表現・処理し
たりすることができる。

数学を活用して、事象を論理的に考察し、数学
的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表
現することができる。

数学のよさを認識し、数学を活用しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善
したりしようとする態度を身に付けている。

○

態
配当
時数

１
学
期

集合
【知識・技能】
共通部分、和集合、空集合、全体集
合、補集合など集合に関する用語を理
解し、それらを求めることができる。
【思考・判断・表現】
条件を満たすものを集合の要素として
考え、表すことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
集合の考えについて興味を持つ。

・共通部分、和集合、空集合、全
体集合、補集合
・授業プリントと教科書
・ICTの活用

【知識・技能】
共通部分、和集合、空集合、全体集合、補集
合など集合に関する用語を理解し、それらを
求めることができる。
【思考・判断・表現】
条件を満たすものを集合の要素として考え、
表すことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
集合の考えについて興味を持つ。

○ ○ ○ 15

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

集合の要素の個数
【知識・技能】
集合の要素の個数を、数え上げること
で求めることができる。
【思考・判断・表現】
ものを数え上げるのに集合を利用して
考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
集合の要素の個数を数学的に数えよう
とする。

・和の法則、順列、組合せ
・授業プリントと教科書
・ICTの活用

【知識・技能】
集合の要素の個数を、数え上げることで求め
ることができる。
【思考・判断・表現】
ものを数え上げるのに集合を利用して考察す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
集合の要素の個数を数学的に数えようとす
る。

○ ○

15

２
学
期

事象と確率
【知識・技能】
試行の結果としての事象を集合として
表すことができる。
【思考・判断・表現】
ものごとの起こりやすさを、同様に確
からしいという概念をもとに考察する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
ものごとの起こりやすさを、数値を
使って計算で求めようとする。

・確率の定義、簡単な確率
・授業プリントと教科書
・ICTの活用

【知識・技能】
試行の結果としての事象を集合として表すこ
とができる
【思考・判断・表現】
試行の結果を事象としてとらえ、事象を集合
と結びつけて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
ものごとの起こりやすさを、数値を使って計
算で求めようとする。

○ ○ ○ 14

確率の計算
【知識・技能】
表や組合せの考えを活用して、確率を
求めることができる。
【思考・判断・表現】
複雑な事象の確率を考察することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
これまでに学んだ確率の性質を利用す
ることができる。

・排反事象、余事象
・授業プリントと教科書
・ICTの活用

【知識・技能】
表や組合せの考えを活用して、確率を求める
ことができる。
【思考・判断・表現】
複雑な事象の確率を考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
いろいろな場合の確率を意欲的に求めようと
する。

○ ○ ○

３
学
期

図形の基本
【知識・技能】
図形の基本性質を理解し、それらを用
いて角の大きさや辺の長さを求める。
【思考・判断・表現】
図形のどの基本性質を使えばよいかが
判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
外角の二等分線についても内角の場合
と同様の定理が成り立つことに興味を
もつ。

・角の二等分線と線分の比の定
理、線分の長さ
・授業プリントと教科書
・ICTの活用

【知識・技能】
図形の基本性質を理解し、それらを用いて角
の大きさや辺の長さを求められる。
【思考・判断・表現】
図形のどの基本性質を使えばよいかが判断で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
既に学んだ事項を思い出し、それらを活用で
きる場面を見いだそうとしている。

○

78

○ 9

図形の基本
【知識・技能】
三角形の内心、外心、重心の定義とそ
の性質を理解する。
【思考・判断・表現】
既習事項を用いて、論理的に考察する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
三角形の内心、外心、重心に関する性
質に興味をもち、考察しようとする。

・三角形の内心、外心、重心
・授業プリントと教科書
・ICTの活用

【知識・技能】
三角形の内心、外心、重心の定義とその性質
を理解している。
【思考・判断・表現】
既習事項を用いて、論理的に考察することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
三角形の内心、外心、重心に関する性質に興
味をもち、考察できる。

○ ○

11

合計

○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

78

３
学
期

9

A 酸化還元反応
【知】化学反応についての実験などを通して，
酸化と還元のことを理解するとともに，それら
の観察・実験などに関する技能を身に付ける。
【思】化学反応について，観察・実験などを通
して探究し，酸化と還元を見出して表現する。
【態】酸化と還元に関する事物・現象に主体的
に関わり，科学的に探究しようとする態度を養
う。

・酸化と還元、酸化剤と還元剤、
金属の酸化還元反応、酸化還元反
応の応用
・授業プリントと教科書
・ICTの活用、実験

【知】化学反応についての実験などを通して，酸化と還元の
基本的な概念や原理・原則などを理解しているとともに，科
学的に探究するために必要な実験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を身に付けている。
【思】酸化と還元について，問題を見いだし見通しをもって
実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的
に探究している。
【態】酸化と還元について主体的に関わり，見通しをもった
り振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

9

定期考査と3学期のまとめ ○ ○ 2

定期考査 ○ ○ 1

定期考査と2学期のまとめ ○ ○ 3

○

A 酸と塩基
【知】化学反応についての実験などを通して，
酸・塩基と中和のことを理解するとともに，そ
れらの観察・実験などに関する技能を身に付け
る。
【思】化学反応について，観察・実験などを通
して探究し，酸・塩基と中和を見出して表現す
る。
【態】酸・塩基と中和に関する事物・現象に主
体的に関わり，科学的に探究しようとする態度
を養う。

・酸と塩基、水素イオン濃度と
pH、中和反応と塩の生成、中和滴
定
・授業プリントと教科書
・ICTの活用、実験

【知】化学反応についての実験などを通して，酸・塩基と中
和の基本的な概念や原理・原則などを理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を身に付けている。
【思】酸・塩基と中和について，問題を見いだし見通しを
もって実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，
科学的に探究している。
【態】酸・塩基と中和について主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとして
いる。

○ ○

A 化学結合
【知】物質と化学結合について，イオンとイオ
ン結合，分子と共有結合，金属と金属結合のこ
とを理解するとともに，それらの観察・実験な
どに関する技能を身に付ける。
【思】物質と化学結合について，観察・実験な
どを通して探究し，イオンとイオン結合，分子
と共有結合，金属と金属結合について見出して
表現する。
【態】物質と化学結合に関する事物・現象に主
体的に関わり，科学的に探究しようとする態度

・イオンとイオン結合、分子と共
有結合、金属と金属結合、化学結
合と物質の分類
・授業プリントと教科書
・ICTの活用、実験

【知】物質と化学結合についての実験などを通して，イオン
とイオン結合，分子と共有結合，金属と金属結合の基本的な
概念や原理・原則などを理解しているとともに，科学的に探
究するために必要な実験などに関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身に付けている。
【思】イオンとイオン結合，分子と共有結合，金属と金属結
合について，問題を見いだし見通しをもって実験などを行
い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究してい
る。
【態】イオンとイオン結合，分子と共有結合，金属と金属結
合に関する事物・現象について主体的に関わり，見通しを

○ ○

・原子の構造、電子配置と周期表
・授業プリントと教科書
・ICTの活用、実験

【知】物質の構成粒子についての実験などを通して，原子の
構造，電子配置と周期表の基本的な概念や原理・原則などを
理解しているとともに，科学的に探究するために必要な実験
などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付け
ている。
【思】原子の構造，電子配置と周期表について，問題を見い
だし見通しをもって実験などを行い，科学的に考察し表現し
ているなど，科学的に探究している。
【態】原子の構造，電子配置と周期表に関する事物・現象に
ついて主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりする

など，科学的に探究しようとしている。

○ ○

定期考査と1学期のまとめ
○ ○

２
学
期

○ 13

A 物質量と化学反応式
【知】物質量と化学反応式についての実験など
を通して，物質量，化学反応式のことを理解す
るとともに，それらの観察・実験などに関する
技能を身に付ける。
【思】物質量と化学反応式について，観察・実
験などを通して探究し，物質量，化学反応式を
見出して表現する。
【態】物質量，化学反応式に関する事物・現象
に主体的に関わり，科学的に探究しようとする
態度を養う。

・原子量・分子量・式量、物質
量、溶液の濃度、化学反応の表し
方、化学反応式の表す量的関係
・授業プリントと教科書
・ICTの活用、実験

【知】物質量と化学反応式についての実験などを通して，物
質量，化学反応式の基本的な概念や原理・原則などを理解し
ているとともに，科学的に探究するために必要な実験などに
関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けてい
る。
【思】物質量，化学反応式について，問題を見いだし見通し
をもって実験などを行い，科学的に考察し表現しているな
ど，科学的に探究している。
【態】物質量，化学反応式について主体的に関わり，見通し
をもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとし
ている。

○ ○ ○ 13

○

3

○

9

定期考査
○ 1

原子の構造と元素の周期表
【知】物質の構成粒子について，原子の構造，
電子配置と周期表のことを理解するとともに，
それらの観察，実験などに関する技能を身に付
ける。
【思】物質の構成粒子について，観察・実験を
通して探究し，原子の構造，電子配置と周期表
について見出して表現する。
【態】原子の構造，電子配置と周期表に関する
事物・現象に主体的に関り，科学的に探究しよ

○

8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

7

主に化学的な事物・現象に主体的に関わり、日
常生活や社会との関連を図りながら化学や化学
現象への関心を高め、化学的に探究しようとす
る態度を養う。

化学の基本的な概念や原理・法則などを理解す
るとともに、科学的な見方や考え方を養うこと
で、化学的に探究するために必要な観察・実験
などに関する基本操作や記録などの技能を身に
付ける。

主に化学な事物・現象から問題を見いだし、見
通し・目的意識をもって観察，実験などを行
い、得られた結果を分析して解釈し、表現する
など、化学的に探究する力を養う。

配当
時数

１
学
期

物質の成分と構成元素
【知】化学と物質について，物質の分離・精
製，単体と化合物，熱運動と物質の三態のこと
を理解するとともに，それらの観察・実験など
に関する技能を身に付ける。
【思】化学と物質について，問題を見いだし見
通しをもって実験などを行い，科学的に考察し
表現する。
【態】物質の分離・精製，単体と化合物，熱運
動と物質の三態に関する事物・現象に主体的に
関わり，科学的に探究しようとする態度を養

・物質の成分、物質の構成元素、
物質の三態
・授業プリントと教科書
・ICTの活用、実験

【知】物質の分離・精製，単体と化合物，熱運動と物質の三
態について理解しているとともに，実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を身に付けている。
【思】物質の分離・精製，単体と化合物，熱運動と物質の三
態について，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探
究している。
【態】化学の特徴，物質の分離・精製，単体と化合物，熱運
動と物質の三態に関する事物・現象について科学的に探究し
ようとしている。

○ ○ ○

化学とは何か
【知】化学と物質について，化学の特徴を理解
するとともに，それらの観察・実験などに関す

る技能を身に付ける。
【思】化学と物質について，問題を見いだし見
通しをもって実験などを行い，科学的に考察し

表現する。
【態】化学の特徴に関する事物・現象に主体的
に関わり，科学的に探究しようとする態度を養
う。

・身のまわりのさまざまな化学
・授業プリントと教科書
・ICTの活用、実験

【知】化学と物質についての実験などを通して，化学の特徴
について理解しているとともに，科学的に探究するために必
要な実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を
身に付けている。
【思】化学の特徴について，問題を見いだし見通しをもって
実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的
に探究している。
【態】化学の特徴に関する事物・現象について主体的に関
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究
しようとしている。。

○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学基礎

（A組：角皆 充希） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

理科 化学基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

新編化学基礎　東京書籍

理科

自然の事物・現象から問題を見いだし、見通しをもって観察・実験などを行い、結果を分析して解釈し表現する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付ける。

（　組：　　　　） （　組：　　　　）



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（A組：尾髙、松澤　）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

保健体育 体育
保健体育 体育 2

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさ
や喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継
続することができるようにするため、運動の多様性や
体力の必要性について理解するとともに、それらの技
能を身につけるようにする。

生涯にわたって運動を豊かにし継続するための
課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて
思考し判断するとともに、自己や仲間の考えた
ことを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、後世に取り組
む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、
一人ひとりの違いを大切にしようとするなどの意欲を育
てるとともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって
継続して運動に親しむ態度を養う。

現代高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】各種の運動の特性に応じた技能および健康・安全について理解するようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的な解決に向けて思考し判断する力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

A 体つくり運動
【知識及び技能】手軽な運動を行い、
心と身体は互いに影響し変化すること
を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】生涯に
わたって運動を豊かにし継続するため
の課題を発見することができる。
【学びに向かう力、人間性等】互いに
助け合おうとすること、一人ひとりの
違いに応じた動きを大切にすることが
できる。

〇体つくり運動
・体幹トレーニング
・ストレッチ
・筋力トレーニング

【知識・技能】自己のねらいに応じて、効果的な
成果を得るための運動の行い方について言ったり
書きだしたりしている。
【思考・判断・表現】生活様式や体力の程度を踏
まえ、自己のねらいに応じた運動の計画を立案し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】体つくり運動に
主体的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

9

B 卓球
【知識及び技能】ラリーの中で状況に
応じて打ち返す位置を変化させたり、
相手の打った球に応じて適切に打ち返
すことができる。
【思考力、判断力、表現力等】体力や
技能の程度、性別等の違いを超えて、
仲間とともに球技を楽しむための調整
の仕方を見付けている。
【学びに向かう力、人間性等】相手を
思いやり、相手のペースに合わせた球
を返すことができる。

〇卓球
・ラケット操作
・打ち方の指導
・ルールについて
・スキルテスト
・ゲーム

【知識・技能】球を相手側のコートの守備のいな
い空間に強弱や高低などの変化をつけて打ち返す
ことができる。
【思考・判断・表現】自己の課題を見つけ、改善
するための練習の計画を立ている。
【主体的に学習に取り組む態度】学習に主体的に
取り組もうとしているとともに、相手を思いやる
行動をしている。

○ ○ ○

9

D 体育理論
【知識及び技能】スポーツの多様な意
義やスポーツの推進及び発展の仕方に
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】主体
的、合理的、計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに、他者に伝える
力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】生涯を
通してスポーツを継続するとともに明
るく豊かで活力ある生活を営む態度を
養う。

〇体育理論
・文化としてのスポーツ
・スポーツにおける技能と体力

【知識・技能】生涯を通したスポーツの推進及び
発展に必要な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】自他や社会の課題を発見
し、主体的、合理的、計画的な解決に向けて思考
し判断しているとともに、それらを他者に伝えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】運動の主体的、
合理的、計画的な実践に主体的に取り組もうとし
ている。

○ 4

C バドミントン
【知識及び技能】状況に応じたラケッ
ト操作によって空間を作り出すなどの
攻防をすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】自己の
課題を発見し、合理的、計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】球技に
主体的に取り組むとともにフェアなプ
レイを大切にしようとする。

〇バドミントン
・ラケット操作
・打ち方の指導
・ルールについて
・スキルテスト
・ゲーム

【知識・技能】シャトルを相手側のコートの守備
のいない空間に緩急や高低などの変化をつけて打
ち返すことができる。
【思考・判断・表現】仲間や自己の課題を解決す
るための練習の計画を立ている。
【主体的に学習に取り組む態度】学習に主体的に
取り組もうとしているとともに、フェアなプレイ
を大切にしようとしている。

○ ○ ○



【知識・技能】味方が取りやすいパスを出した
り、空間に走りこんだりして得点につながる動き
をしている。
【思考・判断・表現】適切な状況判断をするため
に、仲間の動きや相手の動きをよく見て考察して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】チームに貢献
し、フェアなプレイを大切にしようとしている。

○ ○

○ 10

E バレーボール
【知識及び技能】勝敗を競ったりチー
ムや自己の課題を解決したりするなど
の多様な楽しさや喜びを味わうことが
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】チーム
や自己の課題を発見し、自己やチーム
の考えたことを他者に伝えることがで
きるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすることや互いに助け合い高
め合おうとすることができるようにす
る。

〇バレーボール
・パスの種類について
・サーブについて
・ルールについて
・スキルテスト
・ゲーム

【知識・技能】仲間と連動してネット付近でボー
ルの侵入を防いだり、打ち返したりすることがで
きる。
【思考・判断・表現】チームでの学習で、状況に
応じてチームや自己の役割を提案している。
【主体的に学習に取り組む態度】作戦などを話し
合う場面で、合意形成に貢献しようとしている。

○ ○ ○ 9

F テニス
【知識及び技能】ラリーの中で状況に
応じて打ち返す位置を変化させたり、
相手の打った球に応じて適切に打ち返
すことができる。
【思考力、判断力、表現力等】体力や
技能の程度、性別等の違いを超えて、
仲間とともに球技を楽しむための調整
の仕方を見付けている。
【学びに向かう力、人間性等】相手を
思いやり、相手のペースに合わせた球
を返すことができる。

○ 10

２
学
期

78

○ 10

I アルティメット
【知識及び技能】ディスクの扱いに慣
れ、自分の投げたいところに投げるこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】パスの
名称を覚えるとともに、ルールや名称
について言ったり書きだしたりするこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】互いに
助言し合うなど、相手を思いやる行動
をしている。

〇アルティメット
・ディスクの持ち方について
・ルールについて
・スキルテスト
・ゲーム

【知識・技能】状況に応じてパスを使い分け、空
間に走りこむなどして得点につながる動きをして
いる。
【思考・判断・表現】ルールを正しく理解したう
えで状況判断をしながらプレーしている。
【主体的に学習に取り組む態度】仲間に助言する
など協力的に行動し、フェアなプレイを大切にし
ている。

○ ○ ○

9

合計

３
学
期

H　持久走
【知識及び技能】自己に適したペース
を維持して後半まで走り続けることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】呼吸を
楽にしたり、走りのリズムをつくった
りする呼吸法を言ったり書きだしたり
できる。
【学びに向かう力、人間性等】仲間に
声をかけ、鼓舞することができる。

〇持久走
・１５分間走
・タイムトライアル

【知識・技能】自己に適したペースを見つけると
ともに、走り方を工夫し最後まで継続することが
できる。
【思考・判断・表現】走り方や呼吸の仕方につい
て理解を深め、言ったり書きだしたりできる。
【主体的に学習に取り組む態度】仲間と励まし合
いながら授業に取り組むことができる。

○ ○

〇テニス
・ラケット操作
・打ち方の指導
・ルールについて
・スキテスト
・ゲーム

【知識・技能】球を相手側のコートの守備のいな
い空間に強弱や高低などの変化をつけて打ち返す
ことができる。
【思考・判断・表現】自己の課題を見つけ、改善
するための練習の計画を立ている。
【主体的に学習に取り組む態度】学習に主体的に
取り組もうとしているとともに、相手を思いやる
行動をしている。

○ ○

G バスケットボール
【知識及び技能】チームや自己の課題
を解決したり勝敗を競ったりするなど
仲間と連携しゲームを展開することが
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】パスや
シュートの種類について理解を深め、
その場に適した状況判断をしている。
【学びに向かう力、人間性等】仲間の
良さを認め、フェアなプレイを大切に
しようとしている。

〇バスケットボール
・パス、シュートの種類について
・ルールについて
・スキルテスト
・ゲーム



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 様々な視点から芸術の世界を感受し、その美しさを表現する

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 書道の幅広い活動を通して、書の伝統と文化に関わる資質・能力を育成する。

漢仮 漢 仮

３
学
期

【 知　識　及　び　技　能 】書の表現方法や形式、多様性などを理解し書の伝統に基づき、表現するための基礎技能を身に着ける。

書道Ⅰ芸術

○ ○

B　漢字仮名交じりの書
【知識及び技能】
　古典に基づいた技能の習得
【思考力、判断力、表現力等】
　紙面構成等で自己表現できる
【学びに向かう力、人間性等】
　他人の作品を鑑賞し美を評価でき
る

・教材
　テキスト・書道用具

○

配
当
時
数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

○○

出席状況、提出物の有無、提出物の達成度、
授業態度、意欲関心を平常点とし、総合的に
評価する。

8

合
計

78

（A組：金澤 容子） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

芸術 書道Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

書の表現方法や形式、多様性などを理解すると
ともに、書写能力の向上を図り、書の伝統に基
づき、表現するための基礎技能を身に着ける。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づいた構
想・表現の工夫が出来るとともに、伝統と文化の
意味や価値を考え、味わうことができるようにす
る。

光村図書

芸術

書のよさや美しさを感受し、伝統と文化の意味や価値を考え、味わうことができるようにする。

生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

書道Ⅰ

思 態

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわ
たり書を愛好する心情を育むとともに、感性を
高めることができ、心豊かな生活や社会を創造
していく態度を養う。

１
学
期

A 書写から書道へ
【知識及び技能】
　書写と書道の違いについて
【思考力、判断力、表現力等】
　書道の基本用筆の学習

・教材
　テキスト・書道用具

○ ○

出席状況、提出物の有無、提出物の達成度、
授業態度、意欲関心を平常点とし、総合的に
評価する。

○

C　楷書・雁塔聖教序・自書告身
【知識及び技能】
　楷書の用筆・運筆の習得
【思考力、判断力、表現力等】
　太細の使い分けができる
【学びに向かう力、人間性等】
　古典の特徴を捉えようとする

・教材
　テキスト・書道用具

○ ○

出席状況、提出物の有無、提出物の達成度、
授業態度、意欲関心を平常点とし、総合的に
評価する。

○

○ ○ 4

B　楷書・孔子廟堂碑、九成宮
【知識及び技能】
　楷書の用筆・運筆の習得
【思考力、判断力、表現力等】
　引き締まった線と字形
【学びに向かう力、人間性等】
　古典の特徴をを捉えようとする

・教材
　テキスト・書道用具

○ ○

出席状況、提出物の有無、提出物の達成度、
授業態度、意欲関心を平常点とし、総合的に
評価する。

○ ○ ○ 12

○ ○ 8

D　楷書・牛橛造像記
【知識及び技能】
　楷書の用筆・運筆の習得
【思考力、判断力、表現力等】
　方背の習得
【学びに向かう力、人間性等】
　古典の特徴を捉えようとする

・教材
　テキスト・書道用具

○ ○

出席状況、提出物の有無、提出物の達成度、
授業態度、意欲関心を平常点とし、総合的に
評価する。

○ ○ ○ 6

２
学
期

A 行書・蘭亭序・風信帖
【知識及び技能】
　行書の用筆・運筆の習得
【思考力、判断力、表現力等】
　線の連続と省略の習得
【学びに向かう力、人間性等】
　古典の特徴を捉えようとする

・教材
　テキスト・書道用具

○ ○

出席状況、提出物の有無、提出物の達成度、
授業態度、意欲関心を平常点とし、総合的に
評価する。

○ ○ ○ 20

B　草書・真草千字文
【知識及び技能】
　草書の用筆・運筆の習得
【思考力、判断力、表現力等】
　草書の点画の崩し方を理解する
【学びに向かう力、人間性等】
　古典の特徴を捉えようとする

・教材
　テキスト・書道用具

○ ○

出席状況、提出物の有無、提出物の達成度、
授業態度、意欲関心を平常点とし、総合的に
評価する。

○ ○ ○ 12

○ 8

A 仮名
【知識及び技能】
　仮名の成立と基本用筆
【思考力、判断力、表現力等】
　単体仮名と連綿の習得
【学びに向かう力、人間性等】
　日本独自の発達について理解

・教材
　テキスト・書道用具

○ ○

出席状況、提出物の有無、提出物の達成度、
授業態度、意欲関心を平常点とし、総合的に
評価する。

○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

外国語 英語コミュニケーションⅡ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を
深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、読むこと、
話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにお
いて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技
能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、
日常的な話題や社会的な話題について、英語で情報や考えな
どの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に
理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝え合った
りすることができる力を養う。

VISTA English Communication Ⅱ（三省堂）

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これ
らを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅡ

（　組：　　　　）（A組：箕輪 潤） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

知

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況
などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

外国語

評価規準

配
当
時
数

態

英語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み
手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に外
国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養
う。

英語コミュニケーションⅡ

思

【学びに向かう力、人間性等】

1
学
期

LESSON 1：World Dance
Performances

●さまざまな伝統舞踊の由来やパ
フォーマンスにこめられた意味につ
いて、理解して考えを深めることが
できる。

●伝統舞踊／映画／イベント／ダン
スの授業についてやりとりしたり、
頼みごとの経験について発表した
り、アンケートの回答を書くことが
できる。

LESSON 1：World Dance
Performances

○ ○ ○ ○ ○

【知識・技能】
●聞：さまざまな伝統舞踊について、〈動詞+目的語+to不定詞〉と 〈疑
問詞+to不定詞〉に注意しながら、内容を聞き取る技能を身に付けてい
る。
●読：さまざまな伝統舞踊について、〈動詞+目的語+to不定詞〉と  〈疑
問詞+to不定詞〉に注意しながら、内容を読み取る技能を身に付けてい
る。
●話[や]：伝統舞踊／映画／イベント／ダンスの授業について、〈疑問詞
+to不定詞〉と相手の発言を促す表現を用いたりして、与えられたフォー
マットを参考に自分の考えを詳しく話して伝え合う技能を身に付けてい
る。
●話[発]：頼みごとをしたりされたりした経験について、〈動詞+目的語
+to不定詞〉を用いて、詳しく話して伝える技能を身に付けている。
●書：学びたいダンスとその理由について与えられたフォーマットを参考
に、詳しく書く技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
●聞：さまざまな伝統舞踊についての概要や要点、必要な情報を、聞き
取って捉えている。
●読：さまざまな伝統舞踊について、理解を深めるために、内容を読み取
り、概要や要点を把握している。
●話[や]：伝統舞踊／映画／イベント／ダンスの授業について、基本的な
語句や文を用いて、考えを詳しく話して伝えたり、相手からの質問に答え
たりしている。
●話[発]：頼みごとの経験について、基本的な語句や文を用いて、詳しく
話して伝えている。
●書：学びたいダンスとその理由について、基本的な語句や文を用いて、
詳しく書いて伝えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
●聞：さまざまな伝統舞踊についての概要や要点、必要な情報を、主体的
に聞き取って捉えようとしている。
●読：さまざまな伝統舞踊について、理解を深めるために、内容を主体的
に読み取り、概要や要点を把握しようとしている。
●話[や]：伝統舞踊／映画／イベント／ダンスの授業について、基本的な
語句や文を用いて、主体的に考えを詳しく話して伝えたり、相手からの質
問に答えようとしたりしている。
●話[発]：頼みごとの経験について、基本的な語句や文を用いて、主体的
に情報や考えを詳しく話して伝えようとしている。
●書：ポスターの提案理由について、基本的な語句や文を用いて、主体的
に情報や考えを詳しく書いて伝えようとしている。

LESSON 2：A Piece of Cake

●英語と日本語の慣用句について、
理解して考えを深めることができ
る。

●英語と日本語の慣用句／動物／旅
行／アンケートへの意見についてや
りとりしたり、旅行／アンケート結
果について書いて発表することがで
きる。

LESSON 2：A Piece of Cake

○ ○ ○ ○ ○

【知識・技能】
●聞：英語と日本語の慣用句について、疑問詞やifで始まる節に注意しな
がら、内容を聞き取る技能を身に付けている。
●読：英語と日本語の慣用句について、疑問詞やifで始まる節に注意しな
がら、内容を読み取る技能を身に付けている。
●話[や]：英語と日本語の慣用句／動物／アンケートへの回答内容につい
て、与えられたフォーマットを参考に、自分の考えを詳しく話して伝え合
う技能を身に付けている。
●話[発]：旅行についての質問／アンケートの結果について、疑問詞やif
で始まる節や協力などに感謝するときの表現を用いたりして、詳しく話し
て伝える技能を身に付けている。
●書：日本滞在について質問するメール／アンケート結果について、協力
などに感謝するときの表現を用いたりして、与えられたフォーマットを参
考に、情報や考えを、複数の段落を用いて詳しく書く技能を身に付けてい
る。

【思考・判断・表現】
●聞：英語と日本語の慣用句についての概要や要点、必要な情報を、聞き
取って捉えている。
●読：英語と日本語の慣用句について、理解を深めるために、対話を読み
取り、概要や要点を把握している。
●話[や]：英語と日本語の慣用句／動物／アンケートへの回答内容につい
て、基本的な語句や文を用いて、考えを詳しく話して伝えたり、相手から
の質問に答えたりしている。
●話[発]：旅行についての質問／アンケートの結果について、基本的な語
句や文を用いて、詳しく話して伝えている。
●書：日本滞在について質問するメール／アンケート結果について、基本
的な語句や文を用いて、複数の段落を用いて、詳しく情報や考えを書いて
伝えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
●聞：英語と日本語の慣用句についての概要や要点、必要な情報を、主体
的に聞き取って捉えようとしている。
●読：英語と日本語の慣用句について、理解を深めるために、対話を主体
的に読み取り、概要や要点を把握しようとしている。
●話[や]：英語と日本語の慣用句／動物／アンケートへの回答内容につい
て、基本的な語句や文を用いて、主体的に考えを詳しく話して伝えたり、
相手からの質問に答えようとしたりしている。
●話[発]： 旅行についての質問／アンケートの結果について、基本的な
語句や文を用いて、主体的に情報や考えを詳しく話して伝えようとしてい
る。
●書：日本滞在について質問するメール／アンケート結果について、与え
られたフォーマットを参考に、基本的な語句や文を用いて、主体的に情報
や考えを、複数の段落を用いて、詳しく書いて伝えようとしている。

○ ○ ○ 14

定期考査 ○ ○ ○ ○ 1

○ ○ ○ 15

定期考査
○ ○ ○ ○ 1



合
計

78

2
学
期

LESSON 3：Quokka

●オーストラリアの有袋類の動物ク
オッカについて、理解して考えを深
めることができる。

●クオッカ／絶滅危惧種についてや
りとりしたり、日常生活について発
表したり、好きな歌や本／オースト
ラリアの動物について考え書くこと
ができる。

LESSON 3：Quokka

○ ○ ○ ○ ○

【知識・技能】
●聞：クオッカについて、使役動詞と知覚動詞に注意しながら、内容を聞
き取る技能を身に付けている。
●読：クオッカについて、使役動詞と知覚動詞に注意しながら、内容を読
み取る技能を身に付けている。
●話[や]：クオッカ／絶滅危惧種について、与えられたフォーマットを参
考に、自分の考えを詳しく話して伝え合う技能を身に付けている。
●話[発]：通学中に見たり聞いたりしたことについて、知覚動詞を用い
て、与えられたフォーマットを参考に、詳しく話して伝える技能を身に付
けている。
●書： 好きな歌や本／オーストラリアの動物／新聞記事について、使役
動詞を用いたり、結論をまとめる表現を用いたりして、与えられたフォー
マットを参考に、詳しく書く技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
●聞：クオッカについての概要や要点、必要な情報を、聞き取って捉えて
いる。
●読：クオッカについて、理解を深めるために、対話を読み取り、概要や
要点を把握している。
●話[や]：クオッカ／絶滅危惧種について、基本的な語句や文を用いて、
考えを詳しく話して伝えたり、相手からの質問に答えたりしている。
●話[発]：通学中に見たり聞いたりしたことについて、基本的な語句や文
を用いて、情報や考えを詳しく話して伝えている。
●書：好きな歌や本／オーストラリアの動物／新聞記事について、基本的
な語句や文を用いて、情報や考えを詳しく書いて伝えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
●聞：クオッカについての概要や要点、必要な情報を、主体的に聞き取っ
て捉えようとしている。
●読：クオッカについて、理解を深めるために、対話を主体的に読み取
り、概要や要点を把握しようとしている。
●話[や]：クオッカ／絶滅危惧種について、基本的な語句や文を用いて、
主体的に考えを詳しく話して伝えたり、相手からの質問に答えようとした
りしている。
●話[発]：通学中に見たり聞いたりしたことについて、基本的な語句や文
を用いて、主体的に情報や考えを詳しく話して伝えようとしている。
●書：好きな歌や本／オーストラリアの動物／新聞記事について、基本的
な語句や文を用いて、主体的に情報や考えを詳しく書いて伝えようとして
いる。

LESSON 4：Designing Stamps

●玉木明さんへのインタビューにつ
いて、理解して考えを深めることが
できる。

●切手／英語学習／切手についての
発表へのコメントについてやりとり
したり、家事について感じているこ
と／日本の切手についての紹介を書
いて発表することができる。

LESSON 4：Designing Stamps

○ ○ ○ ○ ○

【知識・技能】
●聞：玉木明さんへのインタビューについて、形式主語itと形式目的語it
に注意しながら、内容を聞き取る技能を身に付けている。
●読：玉木明さんへのインタビューについて、形式主語itと形式目的語it
に注意しながら、内容を読み取る技能を身に付けている。
●話[や]：切手／英語学習／切手についての発表へのコメントについて、
形式主語itやより詳しい説明をしたいときの表現などを用いたりして、与
えられたフォーマットを参考に自分の考えを詳しく話して伝え合う技能を
身に付けている。
●話[発]：家事について感じていること／日本の切手についての紹介につ
いて、形式目的語itを用いるなどして、詳しく話して伝える技能を身に付
けている。
●書：日本の切手についての紹介を、基本的な語句や文を用いて、与えら
れたフォーマットを参考に、複数の段落を用いて詳しく書く技能を身に付
けている。

【思考・判断・表現】
●聞：玉木明さんへのインタビューについての概要や要点、必要な情報
を、聞き取って捉えている。
●読：玉木明さんへのインタビューについて、理解を深めるために、発表
を読み取り、概要や要点を把握している。
●話[や]：切手／英語学習／切手についての発表へのコメントについて、
基本的な語句や文を用いて、考えを詳しく話して伝えたり、相手からの質
問に答えたりしている。
●話[発]：家事について感じていること／日本の切手についての紹介につ
いて、基本的な語句や文を用いて、詳しく話して伝えている。
●書：日本の切手についての紹介を、基本的な語句や文を用いて、情報や
考えを、複数の段落を用いて詳しく書いて伝えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
●聞：玉木明さんへのインタビューについての概要や要点、必要な情報
を、主体的に聞き取って捉えようとしている。
●読：玉木明さんへのインタビューについて、理解を深めるために、対話
を主体的に読み取り、概要や要点を把握しようとしている。
●話[や]：切手／英語学習／切手についての発表へのコメントについて、
基本的な語句や文を用いて、主体的に考えを詳しく話して伝えたり、相手
からの質問に答えようとしたりしている。
●話[発]：家事について感じていること／日本の切手についての紹介につ
いて、基本的な語句や文を用いて、主体的に詳しく話して伝えようとして
いる。
●書：日本の切手についての紹介を、基本的な語句や文を用いて、主体的
に情報や考えを、複数の段落を用いて詳しく書いて伝えようとしている。

○ ○ ○ 14

定期考査 ○ ○ ○ ○ 1

○ ○ ○ 15

定期考査
○ ○ ○ ○ 1

３
学
期

LESSON 5：Mont-Saint-Michel

●モン・サン・ミシェルについて、
理解して考えを深めることができ
る。

●モン・サン・ミシェル／趣味／日
本の世界遺産についてやりとりした
り、過去の旅行先について書いて発
表することができる。

LESSON 5：Mont-Saint-Michel

○ ○ ○ ○ ○

【知識・技能】
●聞：モン・サン・ミシェルについて、現在完了進行形／過去完了形に注
意しながら、内容を聞き取る技能を身に付けている。
●読：モン・サン・ミシェルについて、現在完了進行形／過去完了形に注
意しながら、内容を読み取る技能を身に付けている。
●話[や]：モン・サン・ミシェル／趣味／日本の世界遺産について、与え
られたフォーマットを参考に、相手の考えを否定する表現なども用いたり
して、考えを詳しく話して伝え合う技能を身に付けている。
●話[発]：過去の旅行先について、過去完了形を用いたりして、与えられ
たフォーマットを参考に、詳しく話して伝える技能を身に付けている。
●書：過去の旅行先について、過去完了形を用いながら、与えられた
フォーマットを参考に、詳しく書く技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
●聞：モン・サン・ミシェルについて、概要や要点、必要な情報を、聞き
取って捉えている。
●読：モン・サン・ミシェルについて、理解を深めるために、発表を読み
取り、概要や要点を把握している。
●話[や]：モン・サン・ミシェル／趣味／日本の世界遺産について、基本
的な語句や文を用いて、考えを詳しく話して伝えたり、相手からの質問に
答えたりしている。
●話[発]：過去の旅行先について、基本的な語句や文を用いて、詳しく話
して伝えている。
●書：過去の旅行先について、基本的な語句や文を用いて、情報や考えを
詳しく書いて伝えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
●聞：モン・サン・ミシェルについて、概要や要点、必要な情報を、主体
的に聞き取って捉えようとしている。
●読：モン・サン・ミシェルについて、理解を深めるために、概要や要点
を把握しようとしている。
●話[や]：モン・サン・ミシェル／趣味／日本の世界遺産について、基本
的な語句や文を用いて、主体的に考えを詳しく話して伝えたり、相手から
の質問に答えようとしたりしている。
●話[発]：過去の旅行先について、基本的な語句や文を用いて、主体的に
詳しく話して伝えようとしている。
●書：過去の旅行先について、基本的な語句や文を用いて、主体的に情報
や考えを詳しく書いて伝えようとしている。

○ ○ ○ 15

定期考査
○ ○ ○ ○ 1



年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：（ ）

使用教科書：
（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

0
定期考査

  今までの情報技術とこれからの情
報技術

1. 情報と情報社会の特徴
2. 情報化の進展と情報技術
3. 情報社会における個人の責任

・データと情報の違いについて理解し，事例をあ
げて説明することができるか。
・IoT，人工知能（AI)の意味とその活用について
理解しているか。
・位置情報サービスなど各種サービスの光と影
を理解した上で，適切な活用ができる技能を身
に付けたられたか。

○ ○ ○

10

2  情報社会における法規と制度 1. 情報の管理と保護
2. 知的財産権と産業財産権
3. 著作権

・個人情報やプライバシー，個人情報の保護や
管理と関連権利（プライバシー権，肖像権，パブ
リシティ権）について学習できたか。
・知的財産権の概念（知的財産権の分類，産業
財産権や著作権の構成）について学習できた
か。
・知的財産権の問題に関し，自らWebサイトで調
べるなど，主体的・意欲的に取り組んでいるか。

○ ○ ○ 6

1  問題解決 1．問題解決の手順
2．情報の収集と整理
3.  情報の分析
＜表計算ソフト＞

・問題や問題解決の意味，問題解決の基本的な
手順について理解しているか。
・検索エンジンを利用し，さまざまな情報から必
要な情報を収集する技能を身に付けているか。
・問題解決のためのグループでの取り組み（ブ
レーンストーミングなどの議論）に，積極的に参
画しているか。
・情報を効果的に分析し，まとめる方法について
理解したか。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

オリエンテーション 1.  中学校までの生徒の知識・技能・
経験などの調査
2 . コンピュータの起動や終了方法
3. 自己紹介などの文章を作成し，共
有フォルダに保存する実習
4. コンピュータ教室でのマナー

・コンピュータの起動と終了ができる。
・自分のフォルダ内に実習課題を保存すること
ができる。

○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

定期考査
1

情報と情報技術についての知識と技能、情報
と情報技術を活用して問題を発見・解決する
方法についての知識と技術を見つける。

情報に関する科学的な見方・考え方を働か
せ、さまざまな事象を情報とその結び付きの
視点から捉え、複数の情報を結び付けて新た
な意味を考える力を養う。

情報と情報技術を適切に活用することを通し
て、法規や制度及びマナーを守ろうとする態
度、情報セキュリティを確保しようとする態
度などの情報モラルを養う。

菊池　信隆

実教出版　最新情報Ⅰ　

情報

【 知　識　及　び　技　能 】情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技術を習得する。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効
果的に活用する力を養う。

情報 情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会におけに主体的に参画する態度を養う。

情報Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



1

合計

78

○ 7

8  コンピュータでのデジタル表現 1.  数値の表現
2.  文字のデジタル表現
3.  音の表現
4.  画像の表現
5.  動画の表現とファイル形式

・コンピュータ内部での数値（2進数，16進数）の
表現について理解したか。
・コンピュータにおける文字コード，文字のデジタ
ル表現について理解したか。
・音のデジタル化，周波数（ヘルツ）, 標本化・量
子化・符号化, 標本化周期や標本化周波数につ
いて理解したか。
・ファイルの種類（音・画像）について理解した
か。

○ ○ ○ 8

３
学
期

7  情報の表し方 1.  デジタル表現の特徴
2.  2進数と情報量

・アナログとデジタル，デジタルデータの特徴（情
報の正確な再現・情報の加工の容易さなど）に
ついて理解したか。
・情報量， ビット，バイト，2進法，2進数について
理解したか。 ○ ○

定期考査

6

定期考査
0

6  情報デザインと表現の工夫 １．情報デザインの考え方
２．表現の工夫

・デザインの基本，色彩，ユニバーサルデザイ
ン，アクセシビリティについて理解したか。
・身のまわりにある，文字や音声，図やイラスト
による情報で使われている工夫について理解し
たか。 ○ ○ ○

1.  効果的なコミュニケーション
2.  インターネット上のコミュニケー
ション

・コミュニケーションの定義，手段，形態について
理解したか。
・インターネット上のコミュニケーションの種類と
特徴について理解したか。
・インターネット上のコミュニケーションのメリット
とデメリット（即時性，利便性，保存性，匿名）に
ついて理解したか。

○ ○ ○ 8

定期考査

1.  メディアの機能と特性
2.  メディアリテラシー

・メディアの機能と特性について理解したか。
・メディアの分類や情報メディア，表現メディア，
伝達メディアの特性について理解したか。
・メディアリテラシーやクロスチェックの考え方に
ついて理解したか。
・さまざまな情報メディアの特徴について理解し
たか。

○ ○ ○ 8

２
学
期

3  情報セキュリティと個人が行う対策 1.  認証とパスワード
2.  情報の暗号化
3.  コンピュータウィルスと対策

・個人で行うセキュリティ対策である認証の概要
について理解したか。
・安全性の高いパスワードとその管理について
理解したか。
・ネットワーク上での暗号化通信や無線LANでの
暗号化対策について理解したか。
・コンピュータウイルスなどマルウェアの概要と
対策について理解したか。

○ ○ ○ 8

4  メディア

1

5  コミュニケーション



年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：（ ）

使用教科書：
（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1
定期考査

２編
２章　応対に関するビジネスマナー

１．挨拶
２．身だしなみ・表情・身のこなし
３．言葉遣い
４．名刺交換と紹介
５．訪問・来客の応対
６．電話の応対
７．席次のマナー

・場面に応じた挨拶やお辞儀を理解し，実践す
る。
・身だしなみ・表情・身のこなしなどを理解し，実
践する。
・敬語やコミュニケーションの言葉など，適切な
言葉遣いを理解し，実践する。
・名刺交換の方法と紹介のルールを理解し，実
践する。
・訪問・来客の対応などを理解し，実践する。

○ ○ ○

12

４章　接客に関するビジネスマナー １．接客
２．ホスピタリティの概念と重要性

・効果的な接客に必要な知識や態度について理
解し，実践する。
・ホスピタリティについて理解し外国人に対する
接客の注意点について考察する。

○ ○ ○ 2

３章　交際に関するビジネスマナー １．交際のマナー
２．食事のマナー

・冠婚葬祭の基礎知識，贈答・慶事・弔事などの
マナーについて，場所や立場に応じた適切な行
動を理解し，実践する。
・食事のマナーの基本，西洋料理・日本料理・中
国料理・立食スタイルでのマナーについて，場所
や立場に応じた適切な行動を理解し，実践す
る。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

オリエンテーション
１編
１章　企業の組織と人間関係

１．企業の組織と意思決定
２．業務の進行方法
３．仕事に対する心がまえ
４．人的ネットワークの構築

・組織の構造と意思決定の関係を理解する。
・業務の適切な進行方法やそれを実践する重要
性を理解する。
・業務の効率化に必要なスケジュール管理方法
法を理解する。
・社会人としての心構えと良好な人間関係を築く
必要性を理解する。
・人的ネットワークや顧客との信頼関係を構築す
ることの重要性を理解する。

○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

定期考査
0

実際のビジネスにおけるコミュニケーション
と関連付け，ビジネスの様々な場面で役に立
つコミュニケーションに関する知識と技術を
身に付けている。

ビジネスにおけるコミュニケーションに関す
る課題を発見するとともに，コミュニケー
ションに関する理論，成功事例や改善を要す
る事例など科学的な根拠に基づいて工夫して
よりよく解決する力を養っている。

自らコミュニケーションについて学ぶ態度及
び組織の一員として自己の役割を認識して当
事者としての意識をもち，他者と信頼関係を
構築して積極的にビジネスにおいて日本語や
外国語を用いてコミュニケーションを図る態
度を養っている。

菊池　信隆

実教出版　ビジネスコミュニケーション

商業

【 知　識　及　び　技　能 】
ビジネスにおけるコミュニケーションについて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，関連
する技術を身に付けるようにする。

ビジネスにおけるコミュニケーションに関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として科学的な根拠
に基づいて創造的に解決する力を養う。

商業 ビジネスコミュニケーション

商業 ビジネスコミュニケーション 2

ビジネスを円滑に展開する力の向上を目指して，自ら学び，ビジネスにおいてコミュニケーションを図
ることに主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

ビジネスコミュニケーション

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



1

合計

78

○ 7

１０章　ビジネスにおけるプレゼン
テーション

１．プレゼンテーションの構成
Structureof Prezentation
２．プレゼンテーションの作成
Making a Presentation

・ビジネスにおけるプレゼンテーションの基本構
成について理解する。また，プロジェクタやレー
ザポインタ，オーディオ機器など，プレゼンテー
ションに必要なツールを利用する技術を身につ
ける。
・英語によるプレゼンテーション(スライド)の流れ
を理解し，さまざまなシーンで利用できる基本的
なフレーズを身につける。

○ ○ ○ 8

３
学
期

９章　ビジネスの会話 １．国内での接客
２．入国
３．商談と会議
４．帰国

・国内で外国人を接客する際に必要となる英語
について実務に即して理解する。また，関連する
技術を身につける。
・外国に入国する際に必要な英語について実務
に即して理解する。また，関連する技術を身に
つける。
・商談や会議を行う際に必要な英語について実
務に即して理解する。また，関連する技術を身
につける。
・ホテルのチェックアウトから空港での出国手続

○ ○

定期考査

6

定期考査
1

４編
８章　企業活動のグローバル化

１．国際化の進展とビジネス
２．国際ビジネスにおけるコミュニ
ケーション

・市場の国際化，ビジネスシーンの国際化につ
いて理解する。
・ビジネスに必要な英語について自ら学び，ビジ
ネスにおける外国人への対応に主体的かつ協
働的に取り組む。
・ノンバーバルコミュニケーションの重要性につ
いて理解する。
・コミュニケーションツールとしての英語について
理解する。

○ ○ ○

１．会議
２．文書におけるコミュニケーション

・会議の目的と種類，基本的な流れや会場設
営，議事の進め方や議事録の作成方法などに
ついて理解する。
・文書の種類と内容，社外文書・社内文書の作
成方法，電子メールの利用，はがきや封筒の書
き方や郵便物の特殊なサービスなどについて理
解する。

○ ○ ○ 8

定期考査

１．ディスカッション
２．プレゼンテーション
３．交渉
４．苦情対応
５．商品説明とワークショップ

・ディスカッションの方法や意義を理解し，討論
することができる。
・プレゼンテーションツールを使い，分かりやす
い発表を行うことができる。
・交渉，苦情対応など場面に応じた適切な行動
を理解し，実践する。
・店頭やネットショップ,ワークショップにおける効
果的な商品説明について理解し，実践する。
・ディベートの方法を理解し，主体的に活動に参

○ ○ ○ 8

２
学
期

３編
５章　コミュニケーションの役割と思考
方法

１．コミュニケーションの役割と種類
２．ビジネスコミュニケーションの基本
３．ビジネスにおける思考方法

・ビジネスコミュニケーションの役割と種類を学
習し，その重要性を理解する。
・ビジネスコミュニケーションの場面と心得を理
解する。
・論理的な考え方とビジネスにおけるフレーム
ワークを理解する。

○ ○ ○ 8

６章　ビジネスにおけるコミュニケー
ション

0

７章　コミュニケーションとビジネスス
キル



 

 

東京都立 大山高等 学校 定時制 課程 普通 科 

 

令和６年度「総合的な探究の時間」の全体計画 

 

１ 「総合的な探究の時間」の校内での名称（実施学年ごとに記入する） 

第１学年『人間と社会』 第２学年『総合（探究）』 

第３学年『総合（探究）』 第４学年『人間と社会』 

２ 学校の教育目標 

① 学問を愛し、真理を探究する精神を養い、生涯を通し知性の向上に努めさせる。 

② 情操を養い、明朗で清純な品性と礼節ある態度を培う。 

③ 正義と平和を愛し、心身ともに健全で実行力のある人間を育成する。 

④ 個性を伸長し、自主的精神を培うとともに、自己の社会性を自覚させる。 

３ 各学校において定める「総合的な探究の時間」の目標 
① 探究の見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通してよりよく課題 
を発見し解決していくための資質・能力を育成することを目指す。 
② 学び方や考え方を身に付け、問題の解決や探究活動に創造的に取り組む態度を育て、 

己の在り方・生き方を考える。 

４ 生徒・学校・地域の実態 
① 本校在校生は、義務教育期の不登校経験者が多い。だからこそ学び方やものの考え方 
を身に付け、主体的創造的に取り組む姿勢やコミュニケーション能力を育みたいと願って
いる。 
② 地域・保護者は、本校を丁寧な生活指導を実施する学校と認知し、入学後は心身とも 
に健康で望ましい生活習慣を育成して欲しいと願っている。 

５ 指導体制（実施学年ごとに記入する） 

① 週時程への位置付け方（曜日・校時）及び授業時間数、単位数 

１学年 木曜日・３校時 １単位時間４５分とし、３９単位時間 
２学年 木曜日・３校時 １単位時間４５分とし、３９単位時間 
３学年 木曜日・３校時 １単位時間４５分とし、３９単位時間 
４学年 木曜日・３校時 １単位時間４５分とし、３９単位時間 

② 授業時間確保の方法 特定の期間に集中して実施しない。 

③ 校内の指導組織  

１学年１人、２学年１人、３学年１人、４学年１人、計４人の専任教員で担当する。 
④ 学習の評価 

１学年 実社会や実生活と自己との関わりから問いを見出し、自分で課題を設定し、情

報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようになったか。 

２学年 実社会や実生活と自己との関わりから問いを見出し、自分で課題を設定し、情

報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようになったか。 

３学年 実社会や実生活と自己との関わりから問いを見出し、自分で課題を設定し、情

報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようになったか。 

４学年 実社会や実生活と自己との関わりから問いを見出し、自分で課題を設定し、情

報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようになったか。 

⑤ 評価方法 

1 年 出席・意欲・取り組み・レポート・発表など総合的に評価する。 

2 年 出席・意欲・取り組み・レポート・発表など総合的に評価する。 

3 年 出席・意欲・取り組み・レポート・発表など総合的に評価する。 

4 年 出席・意欲・取り組み・レポート・発表など総合的に評価する。 
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６ 育てようとする資質や能力及び態度 

① 基礎基本を重視し、学び方やものの考え方を習得することを通して社会の状況に応じ 

てその力を活用する。 

② 横断的探究的学習を通して、自己の在り方生き方を考えることができるようにする。 

③ 自分で課題を設定し、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができる 

ようにする。 

７ 内容（学習対象、学習事項）（実施学年ごとに記入する） 

① 『人間と社会』第１学年 

○自ら課題を設定し、それに対し調査・研究を行う横断的・総合的な講座 

② 『総合（探究）』第２学年 

〇1 学年時に探究した課題を踏まえて、その内容を発展させ調査・研究を行う横断的・総

合的な講座 
③ 『総合（探究）』第３学年 

〇２学年時に探究した課題を踏まえて、その内容を発展させ調査・研究を行う横断的・総

合的な講座 
④ 『人間と社会』第４学年 
人間と社会の学習の意義・ねらいや年間学習計画の確認をする。都立城北中央公園を中心

にした「奉仕体験活動」、ネット時代・働くことの意義など本校の生徒に密着したテーマを

取り上げ人間と社会ついて理解を深化させる。 

① 学習事項 

○興味関心を見出し、進路に応じた課題に取り組み、自ら学び考える資質や能力を育む。 

８ 学習活動 

① 第１学年『人間と社会』 
 自ら課題を設定し、それについて調査・研究を行っていく。また学校近隣の地域と連携

した「奉仕体験活動」を実施し人間と社会について理解を深化させる。 
② 第２、３学年『総合（探究）』 
生徒自身が課題を設定し、それについて調査・研究を行っていく。また進路について考

えることや、職業について考えるために横断的・総合的な講座に取り組み、自己の在り方・

生き方を探究する。 
③ 第４学年 『人間と社会』 

人間と社会の学習の意義・ねらいや年間学習計画の確認をする。都立城北中央公園を中心

にした「奉仕体験活動」、ネット時代・働くことの意義など本校の生徒に密着したテーマを

取り上げ人間と社会ついて理解を深化させる。 

９ 指導方法 

協働的な学習の充実を図り、個に応じた指導ができるように少人数構成にしている。 

１０ 各教科等との関連 

① 各科目・教科との連携を図るために教務部担当者及び副校長を中心に進度・学習内容

の連絡会を継続的に実施する。 

② 定期的に検証を加え授業力向上の校内研修を実施する。 

１１ 外部との連携 

① 本校ホームページ、Twitter 等を活用して地域・保護者に広報し、年間２回の授業参観

及び研究協議会を実施する。 

② 城北中央公園管理センターとの連携を図る。 
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令和６年度「総合的な探究の時間」の年間授業計画 

（３学年） 

１単位時間の時間（４５）分  『総合（探究）』 

学期 月 指導項目 指導内容 評価計画 配当時間 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

７ 

事前指導 

 

課題設定 

 

 

身の回りの地域につ

いて考える。 

 

 

社会貢献について考

える。 

 

 

まとめ 

講座内容・評価方法の説明 

 

１、２学年の成果を踏まえ、新たな

取り組む課題を設定させる。 

 

自分たち学校周辺について、継続し

て情報を収集し整理・分析し自己の

考えを深化させる。 

 

身の回りの地域に対して継続して社

会貢献について考え、自己の考えを

深化させる。 

 

１学期に調査したことを振り返りま

とめる。 

 

 

 

 

 

 

出席､意欲などを 

総合的に評価 

３ 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

３ 

 

 

 

 

２ 

 

 

９ 

 

１０ 

 

１１ 

 

１２ 

 

ガイダンス 

 

調査・研究 

 

調査・研究 

 

研究論文作成 

 

調べ方ガイダンス・課題設定 

 

設定した自己の課題について調査・

研究を行う。 

 

 

研究論文を作成する。 

 

 

 

 

出席､意欲、取り

組みなどを総合的

に評価 

３ 

 

３ 

 

４ 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

研究発表 

 

 

振り返り 

 

 

 

課題の設定 

 

 

 

 

研究論文の作成及び発表。 

 

 

振り返りを行い、自己の取り組みの

確認を行う。 

 

１年間の取り組みをまとめ、次の課

題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席､意欲、取り組

みなどを総合的に

評価 

４ 

 

 

４ 

 

３ 

   

配当時間

数の合計 

   ３９ 

 


